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平成 21 年 9 月常議員会議事録 

 

日 時：平成 21 年 9 月 14 日(月)13:30～15:40 

場 所：日本建築学会東北支部会議室，テレビ会議 

出席者：井上、五十子、松井、石川、我妻、浅里、本江、渡邊（裕）、笹本、渡邉（浩）、 

事務局（大場・伊藤） 

 

資 料： 

資料０ 9 月常議員会議事次第      事務局 

資料１ 平成 21 年 7 月常議員会議事録（案）    五十子 

資料２ ６、７、８月会計報告報告     事務局 

資料３ 「作品選集 2010」審査報告     事務局 

資料４ 第 30 回東北建築賞応募報告     事務局 

資料５ 第 11 期代議員および支部役員の選挙日程    事務局 

資料６ 住まいづくり市民セミナー開催報告    事務局 

追加１ 学生による語り合いのシンポジオン開催報告   増田 

資料７ 事務局の産休願いと今後の体制について    事務局 

資料１５ 「コンクリートのひび割れ調査改定講習会」後援について 事務局 

資料８ 選挙管理委員会の設置について     事務局 

資料９ ＡＮＤ展清算について      五十子・笹本 

追加２ 支部研究報告会電子投稿について    浅里 

資料１０ 2010 年度日本建築学会設計競技の課題について   事務局 

資料１１ 2010 年度日本建築学会文化賞候補の推薦について  事務局 

資料１２ 2010 年度日本建築学会大賞業績候補の推薦について  事務局 

資料１３ 2010 年度大会研究集会のテーマ立案のお願いについて  事務局 

資料１４ 「特色ある支部活動」募集について    事務局 

 

１． 前回議事録の確認（資料１） 

原案の通り承認された。 

 

２． 報告事項 

1) ６、７、８月会計報告 （資料２） 

渡邊（裕）常議員より資料に基づき報告された。主として支部研、作品賞応募、寄付金収入

があった。支出についても支部研関係が主である。大会関係の清算について質問がなされた。 

2)「作品選集 2010」審査報告（資料３）  

本江常議員より報告された。東北支部から推薦した 7件のうち４件が作品選集 2010 に掲載さ

れることになったとのこと。作品選奨について、従来は作品選集に併せて掲載されていたが別

途掲載されることになったとのこと。Ｓ～Ｂの評価点について質問がなされた。 

3) 第 30 回東北建築賞応募報告（資料４） 
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 10 月 10 日せんだいメディアテークでの第 20 回東北建築作品発表会が第一次審査となる。小

規模建築物部門 4件、一般建築物部門 15 件の応募であった。審査委員長は審査委員会から今後

選出される。現地審査に係わる経費については予算の範囲内に納まる様、審査委員会に連絡す

ることとなった。なお当日の支部長挨拶について、井上支部長所用により欠席のため五十子総

務担当常議員が支部長代理として挨拶することとなった。 

4)支部事務所費の改定について 

 支部長および在仙総務にて大星ビル管理（家主は日本生命）と協議を行った結果、１４％値

引きとなったことが報告された。本部へ報告済み。 

5)第 11 期代議員及び支部役員の選挙日程（資料５） 

 11 月末が支部での立候補・推薦締切であることが報告・案内された。役員が固定化されるの

は必ずしも良策ではないため、退任・留任常議員を一覧にまとめ各種意見聴取することとなっ

た。 

6)2009 年度大会（東北）開催報告 

 事務局より以下の概略報告がなされた。9,405 名の参加者（歴代 3位）。10 月中には決算書を

取り纏め、常議員会にて審議、本部へ報告する運びであるとのこと。 

7)住まいづくり市民セミナー開催報告（資料６） 

 多くの参加者を得、好評であった。支出合計約 28 万円に対して、本部の住まいづくり支援建

築会議、共催・協賛団体からの予算を含め対処するとのことである。 

8)学生による語り合いのシンポジオン開催報告（追加１） 

 5 チーム・35 名の参加者を得て、活発な議論がなされたとのことである。 

9)事務局の産休願いと今後の体制について（資料７） 

 事務局・大場君が休暇（産休および育休：2009 年 10 月 27 日より 2010 年 12 月 26 日まで）

することに伴う各種手続きについて報告された。また後任（休暇中の臨時採用）として、伊藤

章子君を採用することとした。 

10)「コンクリートのひび割れ調査改定講習会」後援について（資料 15） 

 以前「共催」として依頼のあった経緯のある件である。聴講料を徴収するとのことで問題と

なったが、改めて「後援」として依頼された。後援を承諾した旨、報告された。 

 

３．審議事項 

1) みちのくの風 2010 について 

 渡辺総務担当常議員より議論の経過が説明された。東北芸術工科大学を会場に、6 月第３土

日に開催する方向で議論を行っている。詳細は今後詰める。 

2)選挙管理委員会の設置について（資料８） 

 規定に基づき、五十子、石川、笹本、本江、渡辺（浩）の各常議員が選出された。なお委員

長は五十子常議員となった。 

3)AND 展精算について（資料９） 

 資料に基づき笹本常議員および事務局より説明がなされた。元々、支部の行事との位置付け

であるが、実行委員会 AND 展部会・行事部会との分担を明確に区分出来ない面がある。大会記

念行事としても位置付け運営を行ったきた経緯があることから、実行委員会予算で会計処理す
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るように調整を図ることとなった。 

4)青葉建築研究会からの寄付について 

 表記について、プロジェクターおよび現金にて寄付がなされた。処理について議論・審議を

行い、大会に関連する行事等の経費処理として使用することとなった。 

5)支部研究報告会電子投稿について（追加２） 

 浅里常議員より資料に基づき、①本部システムと同じシステムを利用した場合、②現在の印

刷業者を利用した場合について、費用の比較検討結果が説明された。その他検討事項として、

CD のみの発行か、冊子も発行するか。費用負担をどうするか、などの指摘がなされた。基本的

に今年度の論文募集に反映すべく、資料中(2)の「現在の印刷業者を利用し CD のみの発行」を

念頭に、業者と詳細検討することとなった。 

6)2010 年度日本建築学会支部共通事業設計競技の課題について（資料 10） 

 審議の結果、原案より「４．大自然を感じる建築形態」を東北支部として選定した。 

7)2010 年度日本建築学会文化賞候補の推薦について（資料 11） 

 応募を待ち、次回以降の常議員会で審議することとなった。 

8)2010 年度日本建築学会大賞業績候補の推薦について（資料 12） 

 応募を待ち、次回以降の常議員会で審議することとなった。 

9)平成 21 年度文部科学省科学研究費応募募集について 

 応募を待ち、次回以降の常議員会で審議することとなった。 

10)2010 年度大会研究集会のテーマ立案のお願いについて（資料 13） 

 応募を待ち、次回以降の常議員会で審議することとなった。 

11)「特色ある支部活動」募集について（資料 14） 

 応募を待ち、次回以降の常議員会で審議することとなった。 

12)その他 

 次年度の支部予算計画について、そろそろ検討を始める旨、事務局より表明された。 

 

４．次回の日程 

11 月総務会 ：11 月 6 日（金）13:00-15:00 

11 月常議員会：11 月 18 日（水）10:00-12:00 

（注：10 月は議案が少ないため休会とした） 

以上 

 


